
NEWS PICK UP

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。

市
内
文ぶ

ん

化か

財ざ
い

10
項こ

う

目も
く

が

日に

本ほ
ん

遺い

産さ
ん

に
認に

ん

定て
い

さ
れ
ま
し
た

●
日
本
遺
産
と
は

　
文
化
庁
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や

特
色
を
通
じ
て
国
の
文
化
・
伝
統
を
語

る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本
遺
産(Japan 

H
eritage)

」
と
し
て
認
定
し
、
ス
ト
ー

リ
ー
に
不
可
欠
な
有
形
・
無
形
の
文
化
財

群
を
活
用
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
日
本
遺
産
の
認
定
は
平
成
27
年
度
か
ら

始
ま
り
、
今
年
、
新
た
に
認
定
さ
れ
た
も

の
を
含
め
、
１
０
４
件
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
地
域
型
か
ら
広
域
型
へ
の
変
更

　
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
平
成
27
年
度
に
太

宰
府
市
単
独
の
地
域
型
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
古
代
「
西
の
都
」
に
関

連
す
る
文
化
財
は
広
く
分
布
し
て
い
る
た

め
、
今
回
、
複
数
市
町
共
同
で
広
域
型

(

シ
リ
ア
ル
型)

へ
の
変
更
を
申
請
し
、
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
文
化
財
は
30

項
目
あ
り
、
筑
紫
野
市
か
ら
は
10
項
目
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
ス
ト
ー
リ
ー
の
タ
イ
ト
ル

　
古
代
日
本
の
「
西
の
都
」
〜
東
ア
ジ
ア

と
の
交
流
拠
点
〜

●
概
要

　
大
宰
府
政
庁
を
中
心
と
し
た
こ
の
地
域

は
、
古
代
の
東
ア
ジ
ア
と
の
外
交
や
軍
事

の
中
心
で
、
文
化
・
宗
教
・
政
治
・
人
の

流
入
に
よ
っ
て
豊
か
な
文
化
が
花
開
い
た

土
地
で
あ
り
、
古
代
国
際
都
市
「
西
の

都
」
を
現
代
に
お
い
て
体
感
で
き
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
財
課 

保
存
活

用
担
当
☎(
９
２
１)

８
４
１
９

　奈良時代には山中で
祭祀が行われ、最澄が入
唐の際は航海安全が祈
願された。中世には寺
院や大宰府守護の館が
置かれ海外交易も行う。

宝
ほう

満
まん

山
ざん

 (国史跡)
　万葉集約4500首の
うち、筑紫で詠まれた
歌は「梅花宴」を含む約
320首。歌は大宰府近
郊で盛んに詠まれ、豊
かな文化を育む。

万
まん

葉
よう

集
しゅう

筑
ちく

紫
し

歌
か

壇
だん

　古代、東アジアの都
で採用された碁盤目の
地割をもつ都市の跡。
飛鳥時代に造営され、
奈良時代には政庁・朱
雀大路を備えた。

大
だ

宰
ざい

府
ふ

条
じょう

坊
ぼう

跡
あと

　大宰府と畿内、九州
各地を結ぶ直線道。外
国使節が大宰府に入る
際にも通り、文物や
人々が交流する。

官
かん

道
どう

　665年に築城された
古代山城で百済系都城
の特徴を示す。奈良時
代には妻を亡くした大
伴旅人と弔問に訪れた
官人らが歌を詠んだ。

基
き

肄
い

城
じょう

跡
あと

 (特別史跡)

　大野城・基肄城とも
同じ時代に存在した古
代山城。精緻に加工さ
れた石塁や土塁には当
時の先進的技術が見ら
れる。

阿
あ

志
し

岐
き

山
さん

城
じょう

跡
あと

 (国史跡)
 万葉集には「次田温
泉」とあり、大伴旅人
が妻を亡くした悲しみ
を「湯の原」で鳴く鶴
に重ねて読んだ歌が残
される。

次
すい

田
た

温
おん

泉
せん

 (二日市温泉)
　舎利孔(釈迦の遺骨
を納める穴)を持つ塔
心礎が残る。畿内の寺
で使われた瓦の存在か
ら古代の筑紫と畿内の
交流がうかがえる。

塔
とうのはる

原塔
とう

跡
あと

 (国史跡)
　菅原道真が無実を訴
えるため天拝山に登り
天に祈ったという伝承
がある。山頂からは
「西の都」を眺めるこ
とができる。

天
てん

拝
ぱい

山
ざん

　奈良時代初めごろに
建てられた寺院跡。大
宰府政庁などで使われ
た瓦がふかれたとされ
る。

杉
すぎ

塚
づか

廃
はい

寺
じ

 (市史跡)

日
に

本
ほ ん

遺
い

産
さ ん

に
認
に ん

定
て い

された
市
し

内
な い

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

　認定された文化
財10項目とストー
リーの位置付けを
紹介します。詳細
はホームページに
掲載しています。
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少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
中
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
課
題
を
地
域
自
ら
で
解
決
す

る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
取
り
組
み
を
定
着
さ
せ
、
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
対
す
る
市
の
支
援
制
度
や
事
業
に
つ
い

て
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
「
第
二
次
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
基
本
計
画
と
７
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会(

運
営
協
議
会)

の
地
域
ま
ち
づ

く
り
計
画
に
沿
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

主
体
的
か
つ
活
発
に
運
営
さ
れ
る
持
続
可

能
な
共
助
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

第だ
い

二に

次じ

筑
紫
野
市
地ち

域い
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

基き

本ほ
ん

計け
い

画か
く

を
策さ

く

定て
い

し
ま
し
た地域がやりたいこと

(まちづくり計画)

できること
(財源・人材)

市が目指すこと
(総合計画)

●
優
先
し
て
取
り
組
む
事
業

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
で
は
継

続
的
・
計
画
的
に
活
動
す
る
た
め
に
「
地

域
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
て
お

り
、
今
後
は
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
共
通
し

て
抱
え
る
課
題
「
防
災
」「
福
祉
」「
教

育
」
を
優
先
し
て
取
り
組
む
事
業
と
し
て

整
理
し
て
い
ま
す
。

優先して
取り組むもの

防災
福祉
教育

自主運営期

設立期

試行期

定着期

組織運営の試行、構成団体や事業の
見直し・充実、支援制度の検討など

持続可能な体制づくり
(組織・人材)

本計画の対象期間
●将来ビジョン
　コミュニティ運営協議会の設立から５年が
経過し、増えた事業の整理も必要です。
　コミュニティ運営協議会の自主的な運営を
目標とし、必要な支援を行います。

●
基
本
計
画
の
施
策
体
系

　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
次

の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区
域
の
周
知

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
定
着
化
や
、
地
域
団

体
の
活
動
区
域
の
整
合
を
図
り
ま
す
。

② コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
運
営
協
議
会
の
組
織
体

制
の
充
実

　
各
種
団
体
と
の
連
携
、
地
域
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
な
ど
を
図
り
ま
す
。

③ コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の
自
主
運

営
の
促
進

　
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
推
進
や
補
助

制
度
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

④
協
働
事
業
の
実
施

　
協
働
事
業
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

⑤
地
域
と
市
の
連
携

　
地
域
と
市
の
連
携
、
地
域
と
地
域
の
交

流
・
情
報
交
換
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

⑥
広
報
・
啓
発
の
促
進

　
広
報
活
動
、
研
修
会
の
実
施
に
よ
り
、

地
域
へ
の
認
識
を
高
め
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

※ 

計
画
書
は
市
役
所
や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
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